
○ウランと環境をテーマとした研究開発により施設
の廃止措置にかかる安全性向上に貢献します。 

○産学官民連携、研究交流、人材育成活動の活
性化により地域社会に貢献します。 

○ウランと環境に関する研究拠点として地域と国
際社会に貢献します。 
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「ウランと環境研究プラットフォーム」 

人形峠環境技術センターの事業計画案の概要- 「ウランと環境研究プラットフォーム」構想 - 

人形峠環境技術センターでは、核燃料サイクルのフロントエンドの研究開発を60年以上にわたり進めてきました。平成13年3月のウラン
濃縮原型プラント運転終了をもって、フロントエンドの研究開発を終え、その後は、これらの施設の解体や除染技術の研究開発を行って
きました。今後は、廃止措置を着実に進めるために不可欠な、ウラン廃棄物を安全に処理・処分するための研究開発に着手する予定で
す。「ウランと環境研究プラットフォーム」構想は、廃止措置を着実に進めるために必要なウランと環境をテーマとした研究開発（環境研
究・ウラン廃棄物工学研究）を通じて、地域・国際社会への貢献を目指す仕組みです。 

ウラン廃棄物を安全で合理的に処分するために必要
な処理技術を確立します。 

 人形峠のような山間地で、放射性物質(ウラン等)や有害物質(重金属
等)が地下水や河川によって移動する様子を解析するための情報を
大学等に提供し、水資源管理や環境対策等の研究に貢献します。 

 中国地方の地形が、どのように変化してきたかを知るために役立つ情
報を大学等の教育機関に提供するなどして、理科(地球科学）教育等
に貢献します。 

環境研究成果は埋設実証試験施設
の設計等に役立ちます。また、このよ
うな施設が環境変化から受ける影響
を調べます。 

ウラン廃棄物を処分するための処理
技術の研究開発成果を埋設実証試
験施設を使って確認します。 

 汚泥のような廃棄物(スラッジ類)から有害物質(重金属等)や放射性物
質(ウラン等)を取り除く技術の研究開発を通じて得られた成果を民間
企業等に提供し、排水処理や有用・有害金属を取り除く技術等の研究
に貢献します。 

 放射線計測技術・分析技術を大学等に提供し、微量放射能の測定や
自然環境中の放射能分布調査等の研究に貢献します。 

地表や浅い地中でウラン等がどのように移動している
かを研究します。 
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埋設実証試験施設のイメージ※ 

「ウランと環境研究プラットフォーム」構想 

※ 環境省,除染土壌などの中間貯蔵施設について（http://josen.env.go.jp/chukanchozou/action/briefing_session/pdf/dojyou_cyuukan.pdf（参照：平成28年12月8日）） 
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